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地域創生学部 

社会共生学部 2021～2023 年度 

2019 年度～2023 年度 

■ 地域創生学部   ■ 地域創生学科 

 

▮ 地域創生学部 

― ディプロマ・ポリシー（学位授与方針） 

地域創生学部では、知識・技能、思考・判断・表現、関心・意欲・態度の項目において、学部において学位授与

方針を定めています。それは、本学の教育ビジョン・建学の精神「智慧と慈悲の実践」にもとづきながら、「4 つ

の人となる」（「慈悲」・「自灯明」・「中道」・「共生」の人となる）という言葉の中に、その基本的精神と願いが表

現されています。地域社会が直面している課題を深く考え、解決に向けた地域再生の取り組みや地域価値の創造

に関する知識・教養を身に着けている学生に学位を授与します。 

 

 

― カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

地域創生学部では、教育ビジョン「4 つの人となる」ために、幅広い教養と学びの技法を身につける基盤教育科

目と専門教育科目を設置し、初年次から卒業までに学ぶ諸科目を有機的に連携・接続させた教育課程を編成して

います。地域創生学部においては、経済学を基礎とし、経営学をはじめとする専門分野の知識・技能を身につけ、

学部の学びを実践的知識に転化するため、地域実習を行うことを軸に、カリキュラムを編成しています。 

 

 

― アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針） 

本学では、本学の教育ビジョンである「4 つの人となる」を、生涯を通じて体得していこうとする学生を育成す

ることを目指し、ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）に示した資質・能力を総合的に身につけている学生を

育成し、社会に送り出すことを教育目標としています。そのため本学は、以下の資質・能力を備えた学生を受け

入れるため、多様な選抜方法により、多面的・総合的な評価を行います。 

地域創生学部においては、国語、英語、地理歴史、公民、数学について高等学校卒業相当の知識と技能を有し、

学びを通して地域創生に積極的に関わっていこうとする意欲がある資質・能力を備えた学生を求めます。 
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▮ 地域創生学科 

― ディプロマ・ポリシー（DP） 

地域創生学科は、大学が掲げている教育ビジョン「4 つの人となる」を、生涯を通じて体得していこうとする学

生を育成するために、地域創生学科の教育課程を修了し、以下の資質・能力を備えた学生に学位を授与します。 

 

知識・技能 

① 地域社会が直面している諸課題を深く考え、解決に向けた地域再生の取組や地域価値の創

造に関する知識・教養を身につけている。 

② 地域創生に必要な経済学・経営学・社会学等の基礎的知識を論理的に理解している。 

③ 学問領域で得た知識を、地域創生や地域振興の現場での実践力へと高めることができる。 

思考・判断・

表現 

④ 自らがテーマとした地域創生や地域活性化の方策について、経済・経営学的な思考を基礎と

して、関連する学問領域の研究手法を用いて考察することができる。 

⑤ 経済学や経営学の知識や手法を用いて、地域の潜在的価値や能力、課題を発見できる。 

⑥ 他者の意見を取り入れ、自らの考えを的確に表現・伝達できる能力を身につけている。 

⑦ 知識集約型社会を見据えて、自らの専門分野の学問領域と他の学問領域を統合的に学び、多

面的・重層的な思考をすることで、複雑で多様な現代社会の課題に応えることができる。 

関心・意欲・

態度 

⑧ 地域社会において地域創生や地域振興のリーダーとして、自身の役割を自覚し、課題を積極

的に解決しようとする姿勢を有している。 

⑨ 学問領域で得た知識を活用し、地域創生や地域活性化の多様なニーズに応えようとする意

欲や行動力を身につけている。 

⑩ 他者と共に目標を達成することの意義を理解し、コミュニケーションを通じて相互理解や

合意形成を実現しようとする姿勢が醸成されている。 

 

 

― カリキュラム・ポリシー（CP） 

地域創生学科は、ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）に示した資質・能力を総合的に身につけている学生を

育成するために、以下のカリキュラムを編成します。 

 

教育内容 

① 実践知学修科目：全国の学修の現場である地方公共団体において、行政および民間の地方創

生に向けた取り組みを学び、特に東京と地方の現状を比較することから地域課題や地域資

源を検証します。1 年次から 3 年次までの第 3 クォーターにおいて実施される「地域実習」

では、学科での理論的学びを実践的知識に転化することを目的とし、4 年次の「卒業研究」

に結実させていきます。 

地域実習に向けた準備学修として実施される「フィールドワーク方法論」では、地域実習に

取り組む態度や手法を醸成し、調査研究の具体的な調整を行い、地域実習後は実習を振り返

り、報告書をまとめてプレゼンテーションを行います。 
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② 理論学修科目：地域創生に資する専門科目として、経済学分野を主軸としつつ、経営学、社

会学等の幅広い学問分野をカバーした科目を設置します。学生は多様な専門領域を自由に

学修できるとともに、自らの関心の高い専門分野を中心として履修することができるよう

にします。 

教育方法 

① 地域実習：（削除）地域実習を実施するとともに、巣鴨キャンパスでの学修においても綿密

な指導と評価を行います。年間を通して実質ある単位の取得に向けた環境を整備します。 

② アクティブ・ラーニング：特に実践知学修科目については、ディベートやグループワークを

各科目の展開において多角的に組み込み、学生の能動的な学修と柔軟な社会性の形成によ

って、幅広い知識と汎用性の高い能力を育てます。これにより、理論科目と地域実習の相互

連関を強化します。 

③ チューター制：学科にはチューターが配置されています。チューターは、学生一人ひとりに

即した学修支援を行うとともに、教員と学生をつなぐ重要な役割を担っています。 

評価 

① 共通教育では、幅広い教養や学習スキルの修得状況を確認するため、全学生に対してレポー

トの執筆を課し、学習成果を総括的に評価します。 

② 地域実習の評価では、地域の実習指導講師や生活指導員等の意見も取り入れ、総合的に実施

します。 

③ 4 年間の総括的な学習成果については、全学生に課される卒業研究とその発表に対して、担

当教員による口述試験を行った上で評価を行い、DP に示された資質・能力等の達成状況を

評価します。 

④ 学科教育の改善については、本学科の学びの特徴に応じたカリキュラムアセスメントの実

施に加えて、カリキュラム改善の指標とするため、卒業時に質問紙法や面接調査法を用いた

総括的なサーベイを行い、カリキュラム改善の PDCA サイクルを実質化します。 

 

 

― アドミッション・ポリシー（AP） 

公共政策学科は、ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）に示した能力・資質を総合的に備えた学生を育成する

ために、以下の資質・能力を備えた学生を求めます。 

 

知識・技能 

① 地域創生に関する学問領域を学修するために、必要な基礎学力や実技能力を身につけてい

る。 

② 高等学校で履修する国語・英語・地歴・公民・数学について、高等学校卒業相当の知識を有

している。 

思考・判断・

表現 

③ ものごとの課題を解決する道筋を、深く考えることができる。 

④ 自らの意見を口頭や文章で順序立てて伝えることができる。 

関心・意欲・

態度 

⑤ 地域社会に対して深い興味と関心を持ち、地域創生や地域活性化のために貢献していこう

とする強い意欲を持っている。 

⑥ 地域創生に向けて、他者との協働によって目標を達成しようとする姿勢を持っている。 

 


